
 

    身の回りを美しくしよう       校長 新居田 貴祐 

早いもので、令和５年も後１か月になりました。「光陰矢の如し」とよく言われますが、正

にその通りですね。このことわざには、「月日が経つのはあっという間」という意味だけでは

なく、「今という時間を大切にしなさい」という戒めも含まれます。自分の行いを反省するこ

とは大事ですが、悔やむばかりでは何も起きません。過去は変えられないからです。変えら

れるのは今であって、未来である訳です。偉そうに書いていますが、自戒の意味を含めてい

ます。私のこの一年は、後悔（ただ、立ち直りが早いのも私の得意技です。）ばかりです。で

も、心配していません。「後悔」を「課題」として捉え、次に備えればよいのです。 

12 月は冬の始まりですね。皆様は冬をどのようにイメージされているでしょうか。冬なら

ではの行事や冬の味覚、ウインタースポーツを楽しみにされている方々も多いと思います。

しかしながら、私にとって冬はマイナスイメージが先行します。その原因は「しもやけ」で

す。子どもの頃、私はよくしもやけができました。手足の指や耳、ひどい時には頬にもでき、

毎年冬が来るのを恐れていました。一番ひどかったのが５年生の時で、両手全部の指にしも

やけができ、指が 1.5 倍ほどに腫れていました。余程かゆかったのでしょう。夜中にかきむ

しったことで両手血だらけになり、目覚めたときは布団周りが刑事ドラマの現場の惨状のよ

うでした。当然、病院で治療を受けます。両手とも包帯でぐるぐる巻きにされ、学校に遅刻

して行きました。その時の授業が音楽（リコーダーのテスト）で何もできなかった、という

オチです。大人になるにつれ、しもやけはできにくくなりましたが、トラウマになっていま

す。ですから、冬はカイロが手放せません。この原稿を書いている今も、ポケットにカイロ

を忍ばせています。 

 さて、12 月の生活目標は、「身の回りを美しくしよう」です。環境面や服装などを美しく

整えることは大事ですね。同時に、精神面も整理整頓し、美しくしていくことも大切だと感

じます。そして、清らかな気持ちで新しい年を迎えたいものです。  
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 今年度も、10 月の参観日に合わせてユニセフバザーをしまし

た。保護者の皆様の協力により､多くの品物が集まり盛大に実施

することができました。子供たちも大喜びでした。 

６年生の適確な趣旨説明と積極的な売り方により、ほとんど

の品物が売り切れました。収益は、売り上げと募金を合わせて

19,461 円でした。11/1 に郵便局を通して日本ユニセフ協会に全

額寄付させていただきました。品物を提供してくださった皆様、

お手伝いしてくださった皆様、本当にありがとうございました。 



                今治市保健所の歯科衛生士の方をお招きして、「歯磨き教 

室」を開催しました。今年度は数年振りに歯の染め出しを行い、

磨き残しをチェックしました。歯科衛生士さんに正しい磨き方を

教わり、鏡を見ながら真剣に磨き直しました。今日の磨き方を忘

れず、いつまでも自分の歯を大切にしてほしいと思います。 

 

 

 

 伯方警察署より講師をお招きし、６年生を対象に薬物乱用防止教 

室を開催しました。違法薬物の恐ろしさだけでなく、身の回りに潜 

む様々な犯罪について分かりやすく説明してくださり、集中して学

習に取り組むことができました。この学習を生かし、強い意志を持って、正しい判断をして

ほしいと思います。 

 

 

 

低･中･高学年に分かれて、それぞれの場所に見学遠足に出かけました。教室では体験でき

ないことを学んだ１日になりました。この学びを今後の学習に生かしたいと思います。弁当

の準備や送迎などご協力いただき、ありがとうございました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水族館の仕事について大学生に積極

的に質問し、魚の見方や接し方、たくさ

んの魚の特徴などを教えていただきま

した。アメニティ公園の大きな恐竜の尻

尾にもみんなで乗ってみました。 

コカコーラ工場では、体験型の見学

で、自分がコーラになった気分で完成ま

で学ぶことができました。おいしい製品

にするためには水が大切であること、衛

生面にも気を付けることなどたくさん

学びました。 

リサイクル工場では、リサイクルの重

要性を学んだり、分別の工程を見学した

りしました。製鉄所では熱延工場に入

り、間近で、鉄を薄くする工程を見学し、

規模やダイナミックさ、そして熱さにと

にかく驚くばかりでした。 



 

 

 学校司書の塩見裕子先生と図書サポーターの皆さんによる読み聞か 

せが行われました。『しりとりのだいすきなおうさま』『サンドイッチ 

サンドイッチ』の２冊です。みんなで声を合わせて読む時間があり、 

会場が 1 つになって本の世界に引き込まれました。今回は、この読み聞かせの様子を取材し

ていただき、いつもより盛り上がったお話会になりました。 

 

 

 昨年度の愛媛ＦＣに引き続き、今年度はＦＣ今治から５名のコーチ 

をお迎えして、サッカー教室を開催しました。プロを育成するコーチ 

陣にサッカーの楽しさを教わりました。子供たちは少しでも上達しよ 

うと積極的に話し掛け、コミュニケーションを取っていました。最後には、全校児童にプレ

ゼントもいただきました。全校みんなでＦＣ今治を応援しています。 

 

 

 愛媛県下の６年生と中学１年生全員が参加しての「えひめいじめ 

ＳＴＯＰ！デイ」が開催されました。弓削小学校は、オンラインで 

の参加でした。スペシャルゲストとして、あばれる君を迎え、いじ 

めについて真剣に考えました。県内の中学生が演じる劇を見て、いじめ防止のために何がで

きるか話合いを重ねました。自分たちのクラスの意見だけでなく、県内いろいろな地域の同

世代の意見を聞くことができ、刺激になりました。 

 

  

 日頃子供たちがお世話になっている方々をお招きして、３年ぶり 

となる「ふれあい給食」を実施しました。各学年に２～３人ずつ招 

待して一緒に給食を食べました。最初は緊張した面持ちでしたが、 

次第に緊張もほぐれ、楽しく会食できました。また、ありがとう集 

会(人権集会)も参観していただきました。参加してくださった皆様、 

今後ともご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 学校保健委員会は、｢まなのき｣代表･石井真奈様(アンガーマネジメ 

ントコンサルタント）をお招きして、「こどものためのアンガーマネ 

ジメント」という演題で講演をしていただきました。人間誰しもが持 

っている「怒り」のコントロールについていろいろな事を考えさせられた講演でした。 

 

 

 

ホームページにカラー版を掲載しています。アクセスしてみてください。 

https://yuge-e.esnet.ed.jp/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


